
  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

東海病院では、シングルヘリカルCTと呼ばれ、検出器が1列の装置を使用してきましたが、近

年の医療技術、医療機器の進歩は目覚しく、当院でも、この進歩に乗り遅れないよう、４月より新

しいＣＴ装置（MDCT）を導入しました。 

導入した装置は、東芝社製 Aquilion16といい、Ｘ線を受ける検出器が16列ある装置で、１

６列ＭＤＣＴ(Multi Detector-row CT)装置といわれる装置であります。従来の装置は、1秒に1

回転、1枚の横断像が得られましたが、このたび導入したMDCTは、0.5秒に1回転、１６枚の

横断像が得られ、一度に撮影できる断面数が多く、広い範囲をすばやく撮影できます。また、薄い

断面を撮影できますので、いままでより多くの有用な情報が得られようなりました。 

 

            ＭＤＣＴの特徴をご紹介します 
 
１）撮影時間が短縮され、検査が楽に！ 
 従来の装置では、1秒間に 1枚の画像しか得られませんでしたが、この度、導入した装置では

0.5秒に１6枚（最速時）の画像が得られます。検査の内容によっても変わりますが、胸部や腹部

の撮影であれば、１０秒程度の息止めで撮影が可能です。 

  

２）高精細・高画質で、より正確な診断が可能！ 
  高精細な撮影も可能で、１mm以下の薄い断面を得ることができ、小さな病気をも見つけること

ができるようになりました。また、最小0.5mmの情報が収集でき、冠動脈の三次元画像、心機能

解析、腹部血管の三次元画像、骨3D等がきれいに再構成できます。 

 

３）Ｘ線の被曝を少なく！ 
 被曝を少なくするという面でも優れたソフトが開発され、撮影しながら自動的に体の厚みを感知

し撮影条件を適正にし被曝量を少なくしています。 

 

以上のように、新しいＣＴは「速く、精密に、きれいに」撮影できるといった特徴をもっていま

す。この装置によって、患者さまには検査時の負担を少なくし、従来よりも詳しく、楽に検査を受

けて頂きたいと思っています。 
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